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時代の要求に合わせた事業展開を図って参ります。
会　長　神子柴　寿昭

　明けましておめでとうございます。皆様には、良き年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、平素から、当協会の諸活動に多大なるご理解とご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　新年にあたり、当協会が本年取り組みます事業につきまして申し述べたいと思います。
　一昨年より、新型コロナウイルス感染症の影響で、社会環境は大きく変わり、人々の暮らしに対する考え方も
変化する中で、私共が関係している二輪車は、多くのお客様からその特性が再評価され、業界全体が注目を集め
ております。
　そのような中、業界団体である当協会は、二輪車ユーザーの皆様に、安心して安全で楽しいバイクライフを送っ
て頂くために本当に必要な活動とは何かを考え、時代の要求に合わせた事業展開を図って参ります。
　第一は、「二輪車の安全運転普及活動」についてです。
　昨年 11 月末現在の全国の二輪車乗車中の交通事故による死者数は 420 人で、前年同期より 73 人減少しました。
このうち自動二輪車乗車は 302 人で、前年同期より 57 人減少し、原付乗車中は 118 人で、16 人減少しました。
　当協会では、二輪車乗車中の交通事故を抑止して二輪車利用の一層の普及を図るため、グッドライダーミーティ
ングをはじめ高齢者、女性、高校生等に対する安全運転講習を計画的に推進しておりますが、運転者のレベルに
合わせて、最適な安全運転教育とは何かという点を、もう一度原点に立ち返り、地域の二輪車安全運転指導の状
況を踏まえた形で展開致します。
　第二は、「二輪車の防犯活動」についてです。
　先ず、防犯登録制度の名称変更とシステム化を推進致します。当協会では、警察庁と連携して二輪車の盗難抑
止に資する活動を推進しておりますが、二輪車防犯登録制度は、二輪車を保有するお客様が、盗難被害に遭う心
配を軽減し、安心して楽しんで頂くための大切な施策であり、最新のデジタル環境と個人情報保護に対応とした
仕組みを構築して参ります。
　本年も制度の周知徹底を図るため、４月から６月までの３か月間、「二輪車防犯登録普及促進月間」を実施致
します。
　当協会としては、二輪車防犯登録の一層の普及と登録実施を促進し、二輪車の盗難被害の抑止と盗難に遭った
場合の早期発見、被害回復を図り、安全、安心な二輪車利用の一層の普及に努めます。
　第三は、「二輪車の利用環境の改善」についてです。
　二輪車の駐車場整備や通行規制等、二輪車の利用環境の改善に向けて関係団体と連携して、関係機関に働きか
けるとともに、ユーザーに対し駐車場利用啓発を行ないます。
　第四は、「流通環境の整備推進」についてです。
　関係団体と連携して、自動車公正取引協議会未加入の販売店に対する入会促進や二輪品質評価者制度を促進し、
「二輪車公正競争規約」の普及を図ります。
　また、二輪車の社会的地位の向上をめざす「プレゼンス活動」として、グッドマナー　ジャパンライダーズ宣
言の推進などにより、ライダーの安全やマナーに対する意識の向上と、社会における二輪車のイメージアップを
図り、二輪車利用の一層の普及を図って参ります。
　その PR方法として、アンバサダーやインフルエンサーを起用し、Web や SNS などを最大限に活用して、安
全活動を含む全ての活動を全国規模でタイムリーに発信する体制を強化致します。
　第五は、二輪車の「楽しさを訴求する活動の推進」についてです。
　バイクライフの素晴らしさを広く訴求するため、７月から９月にかけて行われる「バイク月間」において、「交
通安全」と「バイクの楽しさ」をテーマにした各種イベントを積極的に開催し、後援して参ります。
　また、「８月 19 日はバイクの日」として、二輪車普及に寄与する企画を実施し、協会活動の情報発信を促進致
します。
　以上、当協会が取り組む主な事業とその方針をご紹介致しましたが、私共は今後とも安全、安心、より快適な
二輪車の利用と環境の改善を目指し、二輪車ユーザーの利用の輪が一層広がるよう活動を推進して参ります。
　結びに皆様の益々のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げ、新年のご挨拶と致します。

年頭のごあいさつ
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警察庁交通局長　楠　芳伸

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様方には、平素から警察行政各般にわたりまして、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。

　また、グッドライダーミーティング等による交通安全講習や二輪車安全運転推進運動等の交通安全啓発活動に

より、二輪運転者の交通事故防止及び交通安全意識の高揚に多大な貢献をされておりますことに、深く敬意と感

謝の意を表する次第であります。

　さて、昨年の交通事故による死者数は 2,636 人で、警察庁が保有する昭和 23 年からの統計で、５年連続で最

少を更新しました。

　これもひとえに、平素から交通安全活動に携わる皆さまのご尽力のたまものであり、心から感謝申し上げます。

　しかしながら、二輪車乗車中を含め、今なお多くの尊い命が交通事故で失われていることには変わりなく、子

供が犠牲となる痛ましい交通事故や、飲酒運転をはじめとする悪質・危険な運転による重大な交通事故も依然と

して後を絶ちません。

　警察といたしましては、昨年策定された第 11 次交通安全基本計画に基づき、政府が目標とする「世界一安全

な道路交通」の実現に向けて、各界各層と連携しながら、子供や高齢者をはじめとする歩行者の安全確保、自転

車の遵法意識の向上に向けた交通安全教育や広報啓発活動の推進、飲酒運転をはじめとする悪質・危険な交通違

反の指導取締り等の多角的な取組を効果的かつ強力に推進してまいります。

　貴協会におかれましては、引き続き、安全で快適な交通社会の実現に向け、交通安全啓発活動に御尽力いただ

きますとともに、二輪車防犯登録を通じた二輪運転者の防犯意識の醸成にも御協力をお願い申し上げます。

　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただ

きます。

交通安全啓発活動に御尽力いただきますとともに、
防犯意識の醸成にも御協力をお願い申し上げます。

年頭のごあいさつ



－ 4－

日本二普協ニュース　№128

令和３年度の事業実績及び令和４年度の事業活動計画

安全本部  安 全 普 及 部

■グッドライダーミーティングの開催

　初心運転者等、二輪車の運転に不慣れで安全運転に不安のあるライダーや運転技能を高めたい運転者を対象と
して実施している体験型運転実技講習会であるグッドライダーミーティング（以下「Gミーティング」という。）
は、本年度、全国で 114 回の開催を計画し、12 月末迄に 46 回開催、68 回中止（新型コロナウイルス感染拡大防
止で 67 回、悪天候等で１回）、受講者総数は 1014 名でした。また、開催をするにあたり、新型コロナウイルス
感染拡大防止ガイドラインを作成しており、それに基づいて行っております。
　本年度も、新型コロナウイルス感染拡大の影響による中止が多数発生したものの、開催実績は昨年を上回るこ
とが出来ました。女性のみのレディースミーティングを 3回開催（東京・埼玉・千葉）、39 歳以下優先DAYを
6回開催（千葉、神奈川、奈良、大阪、兵庫、和歌山）し、都道府県警察（警察官 197 人、白バイ 149 台）及び
交通安全協会（二輪車安全運転推進委員会 105 人）の連携、協力を得て、実施いたしました。
　来年度も二輪車の交通事故抑止を図るため、全都道府県において Gミーティングを実施いたしますが、各都
道府県の規模及び新型コロナウイルス感染拡大の状況推移を見極めながら、対応していく所存です。
　具体的には、以下の事項を重点に取組み、二輪車の事故抑止に貢献して参ります。
　・新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドラインに基づき実施する。
　・交通事故死傷者の割合が高い、初心運転者、若者、高齢者、リターンライダー等の参加を促進する。
　・販売店からの申し込みとWEBからの申し込みを併用していく。　　　
　・若者（39 歳以下対象）、女性、高齢者、高校生等の層別開催を推進する。
　・�Gミーティング指導員マニュアルに基づいた指導方法、運営方法の徹底。指導員のレベルアップ研修会を実
施して講習内容の充実、高度化を図る。

　・�全国統一受講者アンケート調査を実施し、調査結果を今後の講習内容に反映させ、講習の一層の充実を図る。
　・二輪車死亡事故抑止の為、胸部プロテクターの着用を推奨する。

■高校生に対する安全運転教育の積極的推進

　原付車両による通学を許可されている高校生に対して運転実技講習を実施しています。これは二輪車の運転に
係る交通ルールとマナーの習得及び運転技術の基本の習得を目的としたものです。

　埼玉県においては、県立高校での三ない運動（免許を取得させない、二
輪車の購入及び乗車の禁止）が廃止されて 3年目となり、県教育委員会か
らの要請を受け、令和 3年度 7月から 10 月の間に 6回、317 人の高校生に
対し、安全運転実技講習を実施しております。
　この他、各支所においても、関係機関団体と連携し、高校生に対する二
輪車の安全運転教育を実施いたしました。
 ※�埼玉県和光地区の県立高校生、新型コロナウイルス感染症対策に基づい
て実施。

事 業 活 動 状 況
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■二輪車防犯登録の推進

　令和３年中の全国の二輪車防犯登録件数は 252,111 件でした。都道府県別に令和３年中の登録件数をみると、
計画通り前年の５％増となったのは佐賀県、石川県、鳥取県、富山県、秋田県、長野県、北海道、福島県、福井
県、山形県、千葉県、岐阜県、山口県、三重県、青森県、鹿児島県、茨城県、埼玉県、愛知県、滋賀県、徳島県、
大分県、群馬県、沖縄県、宮城県、京都府、大阪府、福岡県、兵庫県、東京都、栃木県、静岡県、香川県、岩手
県、熊本県、岡山県、山梨県、愛媛県の 38 都道府県で、また、前年同期比で増加となったのは、長崎県、新潟県、
神奈川県、高知県、宮崎県、和歌山県、広島県、奈良県の８県でした。
　令和３年度も、二輪車防犯登録の認知度向上と一層の普及促進を図るべく、４月１日（木）から６月 30 日（水）
までの３ヶ月間「Ｇ防登録普及促進月間（旧名称）」を実施しました。結果は 69,512 件（前年比 112.3％）で増
加となり、警察、銘柄卸販社、オートバイ事業協同組合等の後援、協力を得て、二輪車防犯登録制度についての
認知度向上と普及促進を図ることが出来ました。
　来年度も、前年度登録実績の５％増を目標に二輪車防犯登録の一層の推進を図って参ります。
　具体的には、
　・都道府県オートバイ事業協同組
合に対する二輪車防犯登録参入の働
きかけ
　・�中古車専門販売店に対する新規
二輪車防犯登録参入の働きかけ

　・�二輪車防犯登録普及促進月間の
実施（４月～６月の３ヶ月間）

　・�二輪車防犯登録制度の広報強化
　に取組みます。皆様のご支援、ご
協力をお願い致します。
　※�参考：本年度のポスターとリーフレット

■盗難照会システムの運用

　警察が保有する盗難二輪車情報の提供を受けて、販売店等が取扱う二輪車が盗難車かどうかの確認が出来るよ
うにするため、二輪車盗難照会システムを運用しています。
　令和３年 12 月末時点での全国の二輪車盗難認知件数は 7,010 件、被害回復件数は 2,703 件となっており盗難認
知件数の減少傾向が続いているものの、盗品等が市場に流通することがないよう引き続きシステムの利用促進を
行い、適正な流通環境に寄与して参ります。
　来年度計画している新たな取組みは、
　・オークション会場に、日本二普協ブースを設置し、盗難照会システムの紹介と利用促進を行う。
　・各ブロック、支所においては、未加入販売店に対して加入の働きかけを行う。
　に取組みます。

安全本部　防犯推進部

Ｇ防登録普及促進月間
（旧名称）ポスター

二輪車防犯登録制度認知度向上のためのリーフレット

事 業 活 動 状 況
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■グッドライダー・防犯登録名称変更および有効期間 15年へ延長

　当協会の名称は「日本二輪車普及安全協会」であり、「二輪車」の用語を使用しており、当協会の定款においても、
事業として「二輪車の防犯登録」を掲げています。また、道路交通法、道路運送車両法等、現行法令においても
「二輪車」の文言が用いられており、このことから令和４年１月１日より「二輪車防犯登録」に名称変更致します。
　合わせて小型二輪車の車齢について、10 年間のデーターを調査した結果「約 15 年」であることが判明致しま
した。現在の二輪車防犯登録の有効期間は 10 年であり、車齢と差異があり、ユーザーのニーズに即していない
ことから有効期間を 15 年と５年延長致します。こちらも名称変更と同様の令和４年１月１日より実施致します。
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流通環境本部　流通業務推進部・プロモーション推進部

■プロモーション推進部の新設
　日本二普協活動事業領域全体を網羅した情報発信、イベント活動の展開、訴求を行うべく、流通環境本部内に
プロモーション推進部を新設いたしました。

■二輪車駐車場の整備促進ならび利用促進
　ユーザーから寄せられた二輪車駐車場整備要望 485 件をホームページに掲載するとともに今後の駐車場整備促
進にご利用頂くため、国交省や自治体へおしらせしました。
　「全国バイク駐車場案内」Web サイトに掲載している駐車場数は、12 月末
時点で 26,624 件となり、前年 12 月末より 4,506 件増加しました。
　来年度も、引続き信頼される駐車場検索Web サイトとして情報の精度・
鮮度の維持を図りながら、国交省や各自治体と情報共有しつつ課題があれば
個別に対応し、ユーザーの利便性向上と駐車場利用のマナーアップを図りま
す。

■二輪車品質評価者制度の普及
　兼ねてより自動車公正取引協議会他関係団体と推進してきた二輪車品質評価者講習会
は当初 2023 年から 100% ｅ - ラーニング化へ切り替える計画でありましたが初年度から
99%の受講者が e- ラーニング受講いただいた事から、本年度から集合講習を取りやめ全
て 100%e- ラーニング講習へ切り替えることが出きました。
　今後も在籍店 100%を目指し年間で講習可能なシステムへの切り替えの検討など公取協
とともに受講促進を進めてまいります。

■グッドライライダー喚起育成（ジャパンライダーズ宣言）
　昨年度より、ジャパンライダーズ活動のより一層の認知拡大を目指し、
ホームページにて参加型の施策を取り入れた活動を行い、ジャパンライダー
のファン化促進に努めました。
　・ジャパンライダーズインスタグラムフォトコンテスト
　　�　インスタグラムを利用し、テーマに沿った写真を投稿頂く、企画を 3
回に渡り実施し約 10,000 件の応募を頂きました。

　・ジャパンライダーズ検定
　　�　スマートに走るための「大人のマナー」をクイズ形式の
検定で楽しみながら学べるチャレンジ企画を開始

　　�　2020 年 4 月中旬から 11 月末までで 3,610 ビューのアクセ
スがありました。

　・ジャパンライダーズ川柳コンテスト
　　�　安全とマナーの継発＋啓蒙活動の一環としてTwitter 上
での「安全・マナー川柳コンテスト」により、Twitter ア

事 業 活 動 状 況
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カウント周知・フォロワー獲得を進め、ファン強化を行いました。
　�　今後も、ライダーのマナーアップと活動の周知促進の為、参加型の施策を展
開してまいります。

■日本二普協アンバサダー梅本まどかさんの活動報告と今後の展開
　一昨年より、日本二普協のアンバサダーに就任いただき活動いただいている梅
本まどかさん、今期はYoutube を活用し「梅本まどかの『輝く女性ライダーイ
ンタビュー』と題し、各方面で活躍される女性ライダーにインタビュー、バイクの楽しさ、安全運転、利便性を
記事と動画で発信しています。
日本二普協アンバサダーページ：https://www.jmpsa.or.jp/ambassador/

日本二輪車普及安全協会Youtubeチャンネル：https://www.youtube.com/channel/UCqBvP_6jeG3sRVzkYBELFcw
ぜひともチャンネル登録をお願いします。

■バイク月間活動
　1989 年、政府総務省（現、内閣府）交通安全対策本部は、交通事故撲滅を目的に、8月 19 日、を「バイクの日」
に制定し、全国自治体の交通安全対策室や地元警察は、この 8月 19 日を中心に、二輪車の交通安全運転講習会
などを展開、同様に二輪関連団体は二輪車の交通安全啓発や有用性訴求するイベントを展開するようになりまし
た。
　さらに二輪車の楽しさ、利便性、有用性など、バイクライフの素晴らしさを、より多くの皆様にご理解して
頂くために二輪車関連団体は 2000 年 7 月に「７・８・９月はバイク月間」と定め「交通安全」、「バイクの楽し
さ」をテーマに様々なイベントを展開をしております。しかし、長引く、コロナ禍の影響で思うような活動も難
しい情況が続いていおりバイク月間Web サイトのリニューアルや SNS 等で、「７・８・９はバイク月間」の認
知度向上と、「安全運転でバイクライフを楽し
もう！」という二輪車事故軽減の呼びかけを
積極的に行い、3か月間で 272,146 件と前年比
123%のアクセスとなりました。
　今年度もイベント等には難しい状況が予想
されますが状況を見据えながら、SNS 等各種
メディアを活用しつつ活動に努めてまいりま
す。
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令和３年度日本二普協より推薦した
陸運関係功労者表彰及び従事者表彰受賞者一覧
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　皆様こんにちは、神子柴でございます。
　都府県地区 支所 会長・事務局長会議の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　皆様方には、それぞれの都府県地区において、平素より二輪車ユーザーの安全、防犯の確保、流通・利用環境の整備など
に日 ご々尽力賜り、心からお礼を申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症の影響により、社会環境は大きく変わり、人々の暮らしに対する考え方も変化していま
す。
　こうした中、私達が関係している二輪車は、多くのお客様からその特性が再評価され業界全体が注目を集めています。
　コロナ禍１年目の昨年は、「密を回避するパーソナル・トランスポーテーション」として二輪車が見直されましたが、　今年
は、働き方や生活時間の変化により、バイク・ツーリングや手軽にキャンプ・ツーリングを楽しむ為のツールとしてなど、「積極
的な理由」からバイクに興味を持つユーザーが年齢、性別、運転経験を問わず増加しています。
　そのような中、業界団体である日本二普協は、こうした二輪車ユーザーの皆さんに、安心して、安全で、楽しいバイクライフ
を送って頂く為に本当に必要な活動とは何かを考え、時代の要求に合わせた事業展開を図って参ります。
　コアとなる事業についてですが、まず、「安心」の領域では、防犯登録制度の名称変更とシステム化を推進致します。
　日本二普協は、「古物営業法」という法律に基づき、公安委員会からの承認を得て、警察庁と連携して二輪車の盗難抑止
に貢献する活動を推進しております。
　二輪車防犯登録制度は、二輪車を保有するお客様が、盗難被害に遭う心配を回避し、安心して二輪車を楽しんで頂く為
の大切な施策ですが、最近のデジタル環境の進化、個人情報保護の重要性が求められる時代に相応しい仕組みにして参
ります。
　次に、「安全」については、ビギナー、ベテランや高校生など、二輪車ユーザーのレベルに合わせて、最適な安全運転教育
とは何か、という点をもう一度原点に立ち返って、皆様それぞれの地域の二輪車安全運転指導の状況を踏まえた形で展開
して参ります。
　また、流通・利用環境の面では、二輪車の走行、駐車場所に焦点を当てると同時に、今年４月に新たに設置したプロモー
ション推進部が主体となって、アンバサダーやインフルエンサーを起用し、WebやSNSなどをフルに活用して、利用環境面に
留まらず、安心・安全に関する領域全てを、全国規模でタイムリーに発信する体制を強化して行きます。
　加えて、SNSを活用した発信強化を行っている、各警察本部のSNSとも効果的に連携した啓発活動も展開して行きます。
　また、こうした事業展開を行う為に、最適な日本二普協の組織体制のあり方についても議論を進めて参ります。
　コロナ禍もまだ、先の見通せない状況ではありますが、皆様と一丸となって、二輪車ユーザーの安心と安全を担保しなが
ら、より多くのライダーにバイクライフを楽しんで頂く為に、関係機関、団体と緊密に連携して事業活動を展開して頂きます
様、宜しくお願い致します。
　結びとなりますが、本日ご出席の皆様と職員・従業員、そしてご家族の皆様の一層のご活躍とご健康を祈念致しまして、
私からのご挨拶とさせて頂きます。
　ありがとうございました。

会　長　神子柴　寿昭

関係機関、団体と緊密に連携して事業活動を
展開して頂きます様、宜しくお願い致します。

　本年は、東京、大阪、の2会場に分けて会議を開催しました。更に、Web会議システムを使い、
当日会場に来ることが出来ない方にも会議に参加して頂きました。東京会場には神子柴会長にご出席
頂きご挨拶を頂きました。大阪会場では神子柴会長のご挨拶をビデオ放映し視聴して頂きました。
　会議では「令和4年度業務推進計画」について説明を行った後に、「令和3年度事業活動推進状況
及び令和4年度事業活動推進の方向性」について、各担当部門ごとに報告を行い共有化しました。

都府県地区支所会長・事務局長会議を開催

会 長 挨 拶
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　警察庁運転免許課長の宮内でございます。
　皆様方には、平素から警察行政各般にわたり深いご理解とご協力をいただいておりますとともに、二輪車の交
通安全と防犯対策の推進にご尽力されておられますことに対しまして、改めて厚く御礼申し上げます。
　また、二輪車の交通安全普及活動とグッドライダー防犯登録制度の普及促進に多大な貢献をされたご功績によ
り、優良団体、優良販売店として表彰されました皆様におかれましては、心よりお祝い申し上げます。
　さて、本年における交通死亡事故による死者数につきましては、10 月末現在、2,101 人と前年同期比で約７％
減少しており、二輪車乗車中の死者数についても 390 人と、前年同期比で約 13％減少しております。
　しかしながら、二輪車乗車中に第１当事者として交通死亡事故を起こした方のうち、原付二種に乗車中の方に
つきましては 66 人と、前年同期比で約 53％増加しているほか、65 歳以上の原付乗車中の死者数につきましては
59 人と、前年同期比で約 20％増加しているなど、全国的に二輪免許の新規取得者が増加していることを背景に、
依然として予断を許さない情勢にあります。
　このため、二輪運転者に対する安全指導に当たっては、身近で発生した具体的な交通事故事例を用いて、二輪
車の特性を十分踏まえた実践的な指導に努めるなど、新型コロナウイルス感染症対策を徹底しつつ、可能な限り
効果的な安全指導を行っていただきますようお願い申し上げます。
　警察といたしましては、今後も引き続き、悲惨な交通事故を１件でも減少させていくための取組を強化してい
く所存でございますが、それを一層実効あるものとするためには、警察と御協会が一体となって諸対策に取り組
むことが必要不可欠でございます。具体的には、グッドライダーミーティング等の効果的な広報啓発活動により、
引き続き二輪車の交通事故防止対策にご尽力を賜りますとともに、グッドライダー防犯登録制度の普及促進を通
じて、二輪運転者の防犯意識の高揚を図っていただきますようお願い申し上げます。
　結びに、御協会の益々のご発展と、ご列席の皆様のご健勝を祈念申し上げまして、私からの挨拶とさせていた
だきます。

警察庁 交通局 運転免許課長　宮内　彰久

二輪車の交通事故防止対策にご尽力を賜りますとともに、防
犯意識の高揚を図っていただきますようお願い申し上げます。

ご 挨 拶

東京会場　神子柴会長挨拶
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　警察庁生活安全局生活安全企画課犯罪抑止対策室長の金柿でございます。
　皆様方には、平素から警察行政の各般にわたり、深い御理解と多大なる御支援を賜っておりますことに対し、
厚く御礼申し上げますとともに、協会の設立以来、盗品売買等防止団体としての活動のほか、二輪車の防犯登録
制度の普及など、盗品の流通防止等に御尽力されておられることに対しましても、改めて敬意と謝意を表する次
第でございます。
　さて、最近の治安情勢について申し上げますと、全国における刑法犯認知件数は、平成 14 年から 18 年連続で
減少し、昨年は約 61 万件と、ピークであった平成 14 年と比較して約 224 万件（78.6％）減少しております。
　しかしながら、依然として全刑法犯に占める窃盗犯の割合は高く、昨年中は約７割（68.0%）を占めており、また、
窃盗の被害品が古物商等に持ち込まれるケースも後を絶たない状況にございます。
　このような情勢の中、皆様方には、警察に対する不正品の申告等、窃盗犯人の検挙や被害品の早期発見等に多
大なる御協力をいただいており、皆様方のこうした取組に対しまして、改めて深く敬意を表する次第であります。
　警察庁といたしましては、都道府県警察とともに今後も国民の安全安心を確保していくため、皆様方との連携
を密にしながら、オートバイの盗難を始め、各種犯罪の抑止に万全を期してまいりたいと考えております。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、皆様方におかれましては「新しい生活様式」に基づく行動が
求められるなど、業務に限らず、私生活の面においても、様々な困難に直面されてこられたと存じております。
　警察庁といたしましては、古物営業法の適正な運用に向けた取組の推進はもちろんのこと、新型コロナウイル
ス感染症の感染防止対策等につきましても、皆様方の御協力をいただきながら、官民一体となって推進してまい
りたいと考えておりますので、引き続き、御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。　
　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただき
ます。

警察庁 生活安全局 生活安全企画課 犯罪抑止対策室長　金柿　正志

皆様方との連携を密にしながら、オートバイの盗難を始め、各
種犯罪の抑止に万全を期してまいりたいと考えております。

ご 挨 拶

大阪会場　神子柴会長挨拶ビデオ放映
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年頭にあたり、警察庁 楠交通局長様より、当協会の交通安全活動に対する御礼の挨拶状をいただきました。

警 察 庁 交 通 局 長 か ら の 挨 拶 状
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優良販売店137店

令和３年度 日本二輪車普及安全協会会長表彰

　令和 3年度は、優良地域団体 25 団体、グッドライダー・防犯登録制度推進 優良販売店 137 店、が表彰とな
りました。今年も都府県地区支所会長・事務局長会議の席上で実施していた表彰式も行えず、各地域団体・販売
店へ表彰の報告のためご訪問することも出来ず、郵送などで表彰状をお届けするだけになってしまいました。来
年こそは、各団体・販売店をご訪問して、受賞をお祝いしたいと考えております。

優良地域団体25団体 を表彰

都府県地区名 地　　域　　団　　体　　名 代 表 者 氏 名

青　　　森 八戸地区二輪車普及安全協会 紫　葉　弘　道

岩　　　手 岩手県二輪車安全普及協会ブロック会　花巻支部 田　中　淸　也

宮　　　城 宮城県二輪車普及安全協会　中央南ブロック会 大　友　克　人

山　　　形 長井地区二輪車普及安全協会 佐　藤　邦　昭

福　　　島 福島県二輪車普及安全協会　福島支部 半　澤　勝　雄

東　　　京 西新井二輪車安全普及協会 田　村　知　徳

神　奈　川
横須賀二輪車安全普及協会 森　　　雄　一

茅ケ崎・寒川二輪車安全普及協会 脇　　　義　久

静　　　岡 静岡県浜松地区二輪車普及安全協会 岩　崎　　　勝

愛　　　知 愛知県二輪車普及安全協会　瀬戸支部 伊　藤　雄一郎

大　　　阪 枚方・交野地域二輪車安全普及協会 脇　　　浩　二

鳥　　　取 中部地域二輪車安全普及協会 森　谷　明　夫

島　　　根 松江地域二輪車安全普及協会 熱　田　勝　則

岡　　　山 玉野地域二輪車普及安全協会 矢　野　清　一

広　　　島 広島西条地区二輪車安全普及協議会 林　　　茂　樹

山　　　口 岩国ブロック 鍵　本　唱　章

徳　　　島 徳島県徳島中央二輪車普及安全協会 國　見　　　力

愛　　　媛 愛媛県大洲二輪車普及安全協会 二　宮　豊　和

高　　　知 高知県高知南二輪車普及安全協会 裏　正　　　一

福　　　岡 筑後地区二輪車普及安全協会 樋　口　将　孝

熊　　　本 芦北地区二輪車普及安全協会 川　元　光　明

大　　　分 別府地区二輪車普及安全協会 牧　　　　　保

宮　　　崎 延岡地区二輪車普及安全協会 坂　本　今朝利

鹿　児　島
伊佐地区二輪車普及安全協会 中　村　利　光

鹿屋地区二輪車普及安全協会 時　吉　隆　司

優 良 地 域 団 体
25団体（順不同・敬称略）
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グッドライダー・防犯登録制度推進優良販売店
137店（順不同・敬称略）

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

札　幌
有限会社クルムスSAPPORO 大　村　直　幸
ＣＳ　ＯＫＵＮＯ 奥　野　　　肇
ホンダドリーム札幌西 山　崎　和　則

旭　川 ＹＳＰ旭川　有限会社関谷モータース 関　谷　　　治

青　森
ＹＳＰ八戸 三　浦　健　至
有限会社小野モータース 小　野　廣　光
有限会社モトショップやまもと 山　本　美津雄

岩　手
株式会社花巻オート 照　井　清　美
有限会社サイクルショップタニフジ 谷　藤　光　一
株式会社佐弘モーター 佐　藤　弘　幸

宮　城
Motor's Shop EBINA 鮱　名　　　勝
山口輪業商会 山　口　静　治
YOU SHOP あんどう 安　藤　弘　禅

秋　田
株式会社カマダサイクル 鎌　田　誠　一
株式会社ホンダハート 小　塚　弘　志
ALSTAR　PRO 佐々木　芳　憲

山　形
ホンダドリーム酒田 荒　生　和　人
カワサキオート山形 萩　原　行　洋
塚本サイクル 塚　本　三　郎

福　島
カワサキ プラザ郡山 添　田　　　斉
オートスペースゼウス鎌田店 福　島　淳　司
SBS郡山 石　森　吉　治

東　京
ホンダドリーム杉並 櫻　井　俊　克
ホンダドリーム足立 中　込　正　典
カワサキ プラザ東京大田 相　良　真　吾

茨　城
有限会社木村輪業 木　村　　　徹
ホンダドリ－ム水戸北 三　好　　　優
有限会社小室モ－タ－ス 小　室　文　男

栃　木
ホンダドリーム宇都宮 岡　　　康　夫
ホンダドリーム小山 木　村　　　徹
有限会社三田商会 三　田　耕　作

群　馬
バイク館SOX 前橋店 白　石　　　理
ホンダドリーム中央前橋 五十嵐　孝　光
カワサキ プラザ太田 福　士　善　巳

埼　玉
バイク館SOX 川口店 白　石　　　理
株式会社はとや草加店 石　鍋　　　卓
株式会社サイクルロ－ド イト－ 伊　藤　　　学

千　葉
有限会社袖ヶ浦ホンダ本店 小　林　宏　子
バイク館SOX 八千代緑が丘店 白　石　　　理
ホンダドリーム袖ヶ浦 大　網　　　博

神奈川
丸富オート販売株式会社 新横浜店 長　田　省　吾
YOKOHAMAセラビィ 小　川　　　司
バイク館SOX 港南店 白　石　　　理

新　潟
バイク館SOX 新潟中央店 白　石　　　理
ホンダドリーム新潟東 高　田　知　明
ＳＢＳ長岡東 井　口　清　治

山　梨
有限会社ミカサ商会 小　野　弘　樹
バイクハウスオレンジ 杉　山　康　雄
株式会社木次商事 木　次　功　一

長　野
カワサキ プラザ長野 徳　永　雅　亮
モト．ヴィラ．コバヤシ（HD長野） 小　林　邦　博
トネガワオート株式会社 舎　川　淳　一

静　岡
株式会社川島モータース 川　嶋　登志久
ホンダドリーム浜松 戸　田　眞　道
A-Style 植　田　　　傑

富　山
ホンダドリーム富山 浅　生　忠　和
カワサキ プラザ富山 堀　　　　　豊
ＹＳＰ富山 叶　井　　　廉

石　川
MOTOR HOUSE BIKE ON 田上店 片　岡　匡　史
ホンダドリーム金沢 中　村　　　光
有限会社城北カワサキ 山　本　　　正

福　井
株式会社バイクガレージ福井 出　口　幸　宏
株式会社ホンダ販売敦賀 中　河　義　博
有限会社バイクハウス　赤い3輪車 小　林　幸　広

岐　阜
ＹＳＰ各務原東 堀　尾　明　宣
ホンダドリーム岐阜 満　　　尚　也
株式会社田中車輌販売 田　中　君　子

愛　知
オートセンターヤマダ株式会社 宮　脇　今日子
バイク館SOX 名古屋みなと店 白　石　　　理
カワサキ プラザ小牧 相　良　真　吾

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

三　重
ホンダドリーム鈴鹿 酒　匂　好　規
ホンダドリーム松阪 酒　匂　好　規
サディスファイショップ　バギー 藪　本　博　明

滋　賀
バイク館SOX 滋賀草津店 白　石　　　理
ホンダドリーム滋賀 青　木　洋　志
カワサキ プラザ滋賀 中　村　武　臣

京　都
株式会社レオタニモト 本店 谷　本　将　崇
株式会社ジーゼット 徳　田　敏　行
カワサキ プラザ京都南 谷　本　将　崇

大　阪
有限会社モーターサイクルパル 大　野　圭　央
バイクハーバーヤマト 阪　田　　　博
カワサキ プラザ吹田 松　村　祐治郎

兵　庫
株式会社エナジーモータースタイル 本店 大久保　　　彰
ＹＳＰ加古川 福　田　典　雄
カワサキ プラザ加古川 島　津　　　龍

奈　良
バイク館SOX 奈良店 白　石　　　理
ホンダドリーム奈良 江　口　賢　一
ＹＳＰ奈良 棚　橋　慶　司

和歌山
ホンダドリーム和歌山 林　　　英　成
マツカワ輪業 松　川　剛　士
カワサキ プラザ和歌山 阿　部　　　達

鳥　取
ホンダドリーム米子 村　田　守　孝
パドックⅢ 野　澤　　　正

島　根
オートショップ　コイズミ 小　泉　利　夫
バイクショップマルティ出雲店 田　中　昌　昭
有限会社おくい 奥　井　一　徳

岡　山
株式会社バイクプラザヤマノ 山　野　洋　義
バイクワールドアオキ 青　木　一　雄
バイクハウスコメット 沖　光　隆　彦

広　島
株式会社広島オートバイ販売　五日市店 小笠原　　　真
カワサキプラザ福山 宗　﨑　博　文
高下モーターサイクル 高　下　一　久

山　口
ホンダドリーム山口 桑　原　健　一
バイクハウスオータニ 大　谷　敦　彦
株式会社高林モータース 高　林　和　巳

徳　島
有限会社インディーズ 山　口　裕　治
有限会社山橋商会 山　橋　諄　亮
有限会社國見オート商会 國　見　　　力

香　川
バイク館SOX 高松店 白　石　　　理
株式会社BSP高松 相　川　剛　史

愛　媛
有限会社タクボ 田　窪　竜　太
ホンダサービス日野Ⅱ 日　野　征衛門
谷口商会 谷　口　幸　治

高　知
有限会社オートショップ チャレンジ 裏　正　　　一
なべしま自転車店 田　内　伸　和
株式会社瀬戸ホンダ高橋商会 高　橋　祐　司

福　岡
バイク館SOX 小倉店 白　石　　　理
ホンダドリーム福岡春日 濱　中　康　之
サイクルハウス　ヒグチ 樋　口　将　孝

佐　賀 ＹＳＰ佐賀 門　松　弘　記

長　崎
有限会社昭和ホンダ商会 篠　田　公　敏
ホンダドリーム佐世保 村　上　順　三
荒尾商会 荒　尾　眞　澄

熊　本
ホンダドリーム熊本 濱　中　康　之
ＹＳＰ熊本 門　松　弘　記
前田商会 前　田　弘　志

大　分
カワサキ プラザ大分 土　屋　和　幸
有限会社ホンダウイングイワオ 岩　男　鶴　喜

宮　崎
ホンダドリーム宮崎 黒　岩　孝　志
カワサキ プラザ宮崎 中　間　清　文
合資会社甲斐ホンダ商会 甲　斐　　　恵

鹿児島
有限会社フォーラム 吉　松　久　行
有限会社福盛モータース 福　盛　光　政
株式会社協和二輪 伊地知　　　洋

沖　縄
諸見スズキオート 諸　見　信　恭
株式会社花城モータース 花　城　直　史
ホンダ二輪久米 比　嘉　　　豊
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統計1　都道府県別二輪車乗車中死者数（令和３年12月末現在）
令和3年中の二輪車乗車中の死者数は463人で前年比63人の減少となりました。車種別では、自動二輪乗車中の死者数が332人
で前年比53人の減少、原付乗車中死者数は131人で10人の減少でした。
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統計２　グッドライダー・防犯登録状況（令和３年12月末現在）
令和３年１月～12月の登録件数は252,393件で前年同期比20,256件109％の増加となりました。
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統計３　二輪車盗難認知及び被害回復状況（令和3年12月末現在）
令和3年1月から12月の盗難認知件数は 7,569件で前年同期比 1,449件の減少となりました。令和3年1月から12月
の被害回復件数は、2,954件で前年同期比 904件の減少となりました。




